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	まず、図-4の繰返し載荷試験結果を基に、SN の相関式を決定する。ただし、前述のように各供試体の一軸圧縮強度が10～20%程度のばらつきを有することから、図-4にプロットされた点自体も縦方向に幅を有することを考えると、安全側に評価しておく必要がある。本研究では、鋼道路橋の疲労設計指針6) を参考に最小二乗近似の関係から 下方の破線をSN 相関式とする。ここに、は標準偏差である。
	次に、道路橋における常時・L1地震時を想定し、変動荷重の繰返し回数を決定する。本研究では、常時荷重の繰返し回数を、文献6)を参考に重交通路線における活荷重の作用回数として650万回程度と考えた。また、L1地震動の頻度と繰返し回数に関して、供用期間中に数回という頻度を仮に2回とおいて、かつ一回の地震動中の主要動が含む繰返し回数を20回と仮定すれば、作用回数計40回程度となる。このとき、SN 関係の相関式より、常時の疲労強度比S が0.43程度、L1地震時の疲労強度比Se が0.75程度となる。そこ...
	a   = S ･qu    (常時) (3)
	ae = Se･qu    (L1地震時) (4)

